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                     第 11 回日本抗加齢医学会総会	 	 	 京都  
 

 アンチエイジング健康増進チャレンジコンテストの試みと有効性    

  ～企業トップの健康意識と健康管理の重要性について～ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 医療法人アエバ会	 アエバ外科病院₁	 	 四ツ橋診療所₂ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 草野	 孝文₁	 	 安井	 潔₂ 

【目的】企業経営者にアンチエイジング検診を導入し、健康増進プログラムに従ったチャレンジ

コンテストを実施し、心身への影響について検討した。【方法】大阪東南ロータリークラブ(会員

数 53名)に所属する企業経営者男性 28名に平成 22年 1月から 6月までの 6ヶ月間で運動療法(週

3～5 回の有酸素運動・スクワット・筋肉トレーニング)、食事療法(カロリー制限・栄養バランス)

心理療法(ポジティブ思考・笑顔・笑い)、アスタキサンチン(富士化学工業提供)12mg/日飲用等の

健康増進プログラムを実践指導した。運動療法の動機付けにホテルニューオータニ大阪のジム特

別利用券を活用し、各機能年齢の若返り度で表彰を行った。対象はプログラム実践前と 6 ヶ月後

にアンチエイジング検診を実施しデータ分析可能であった18名(平均年齢62.8±7.2歳,平均体重

70.9±10.5kg,BMI25.4±2.8kg/m2,腹囲 88.3±8.5cm)とした。【結果】現病歴は脂質異常症 11 名

(61.1％)、糖尿病 8 名(44.4％)、高血圧症 5 名(27.8％)、高尿酸血症 4 名(22.2％)、喫煙者 5 名

(27.8％)。実施率は食事療法(出来た 2 名 11.1%、普通 11 名 61.1％、出来なかった 5 名 27.8％)

運動療法(4 名 22.2％、7 名 38.8％、7 名 38.8％)、心理療法(3 名 16.7％,11 名 61.1％,4 名 22.2％)

アスタキサンチン(12 名 66.7％,5 名 27.8％,1 名 5.6％)、ホテルジム利用(出来た 5 名 27.8％、

出来なかった 13 名 72.2％)であった。効果判定は各機能年齢の改善群と非改善群とに分類し検討

した。筋年齢改善群(9 名)-3.2±2.5 歳、非改善群(9 名)1.7±1.6 歳、血管年齢(8 名)-8.2±2.5

歳,7.3±2.5 歳、ホルモン年齢(2 名)-7.1±5.2 歳,7.9±6.1 歳、骨年齢(1 名)-2.2 歳,1.5±2.4

歳、神経年齢(8 名)-13.3±7.3 歳,7.5±8.7 歳であった。禁煙できたのは 1 名であった。抗加齢

QOL 共通問診票でえられた「生活習慣・心身の症状」抗肥満因子・体組成・酸化ストレス度・生

化学検査等の抗加齢医学的指標について各機能年齢の改善群と非改善群で比較統計分析を行った。	

【結論】企業トップの健康管理の重要性とアンチエイジング検診による健康増進プログラム実践

の有効性が示された。	
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